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期間 平成17年 平成18年 平成19年平成20年 平成21年 平成22年
FBAS FBAS DASH／FBAS DASH／FBAS DASH／FBAS
採択課題
数 8 8 15 22 17
共同利用 95
者数（延べ 25 45 97 129 （学内68
人数）＊＊ 学外27）
＊：共同利用者数は各課題の研究代表者と研究協力者の延べ人数
4．専門委員会の構成及び開催状況（平成22年度）（18名）
　平成23年3月現在の専門委員会を構成する委員名・所属先は以下の通りである。
矢崎一史（生存圏研究所・委員長）、西谷和彦　（東北大学大学院）、村中俊哉　（横浜市立
大学）、青木俊夫（日本大学）、河合真吾　（静岡大学）、重岡成　（近畿大学）、太日ヨ大策　（大
阪府立大学大学院）、松井健二　（山口大学大学院）、柴田大輔　（財団法人がずさDNA研
究所）、明石良　（宮崎大学）、高林純示（生態学研究センター）、大串孝之（生態学研究
センター）、塩谷雅人（生存圏研究所）、渡邊隆司（生存圏研究所）、梅澤俊明（生存圏研究
所）、杉山淳司（生存圏研究所）山川宏　（生存圏研究所）、黒田宏之（生存圏研究所）
　平成22年度の専門委員会は、共同利用申請課題の審査、採択に関して、メール会議にて
開催した。主な開催日は以下の通りである。
　　平成23年／月31日　　申請研究課題の審査依頼
　　平成23年3月17目　　申請研究課題の採択結果について承認
5．特記事項
　この年度は夏の猛暑が顕著で、DASH植物育成サブシステムの電気代の消費が大きかった。
また利用形態にもよるところが大きいが、今年度は藻の発生が著しく排水槽のフィルター
の目詰まりがひどく、夏場はトラブルシューティングに追われた。そのため、不織布を利
用するなど運用面での工夫に加え、新たな改良工事を行い、前室（植物処理室）にある流
路系にプレフィルターを設置した。さらに排水効率の改善のためD一室の排水溝の傾斜を上
げる等の工事を行った。また、耐震改修の第4工区が完成したこの期に利用者の便宜を図
るため、北棟5階にDASH利用者のための植物培養室を設置することとした。
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